Ａ－１０　　　　　　　卒研14Pの表題or卒研16P
03M153　福工　一郎　 03M1539　福工　花子
指導教員 福工 太郎

１．まえがき

  従来，

２．理論

３．予稿集の書き方

3．1 原稿用紙

　原稿はA4サイズで作成し､この見本を参考にして下さい。A4サイズの正原稿を提出する。

３．２　容量

　１件あたりの本文(表題､教員名､氏名は含まない)は､22字×42行×2段を原則とするが、表題、氏名欄が増えると行数は減少してやむをえない。

３．３　文字

　黒色､明朝体10.5ポイントを原則とする。

３．４　配置

　表題：原稿用紙の第１行に割り当てられた発表番号を14ポイントで書く。続けて中央に表題を（長ければ2行）に14～16ポイントで書く。

　氏名:表題からポイント数を10.5に下げて１行空け、アイウエオ順に並べて中央に書く。

　指導教員名:その次の行に“指導教員　○○○○”と右寄せで書く。

　本文:1行開けて２段組とし、本文を10.5ポイントで書く。

3．5 図表

　原稿用紙に黒インクまたはワープロで直接書くか､白紙または青色方眼紙に、黒インクで書いたものを貼り付ける。

3．6 原稿の余白

　天地左右のマージンは25mmを原則とする。

４．本文内容
はじめに、本文、むすび等の見出しは、大きい
文字にしないで、強調文字とする。
　見出しの次は行をあけずに本文を書く。
文頭は１字下げる。式の始まりは２字分下げ、
式の続きは４文字分下げる。

５．用紙の使い方2段組
１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２

１　　　　　　　　　　　　　　　1行文字数22
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